
 

 

【目 標】 「イ みんなで何かをするのは楽しい」の項目について、 

「当てはまる」の割合を各学年９０％以上にする。 
 
【活動名】 生徒主体で作り上げる運動会 
 
【ねらい】 「新型コロナウイルス感染症拡大防止」や「熱中症予防」 

の観点から、生徒が競技を考えたり、生徒主体となって運 

動会練習を進めたりすることで「みんなで何かをするのは 

楽しい」と感じる生徒の割合を増やすこと。 
 

【内 容】  

１ 「新型コロナウイルス感染症拡大防止」や「熱中症予防」の観点から、生徒が競技を考える。 

  ・教師の力を借りずに各生徒が「想像力」を働かせ、「コロナ禍だからできない」ではなく、「コロ

ナ禍だからこそできる」ことを考え、新しい種目を考案する。 

   グループ協議の中で仲間に意見を聞いたこと等を競技に生かしていくことで、「仲間の意見を受 

容すること」や「傾聴する」姿勢が育った。 

     

 ２ 生徒主体の運動会練習の実施 

  ・担当生徒に「競技説明」「生徒の動き」「言葉の選び方」「緻密な計画」を意識させ、どのように 

すれば生徒の心に届くのかを考えさせた。 

取組を通して、「自分はみんなの役に立っている」という「自己有用感」を得ることができたと 

同時に、生徒自身がやりきったという「満足感」を得ることができた。 

 

 

 

 

 

平成３１（令和元）年度・令和２年度 国立教育政策研究所委託「魅力ある学校づくり調査研究事業」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆最上教育事務所「魅力ある学校づくり

調査研究事業」通信第７号 

◆令和２年９月２８日（月） 

◆最上教育事務所 指導課 魅力だより  

 

競技説明のために、念入りに 
準備をしている様子 

 

生徒が競技の説明をしている様子   競技について、生徒が質問している様子  実践を交えながら競技の説明
をしている様子 



【参考】大蔵中学校「運動会における競技内容」に係る資料 

 


